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2012 年3 月に実施した

「コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査」

のリニューアルとして、2015 年10～12 月に実態調査を行い、

直近の変化状況をとりまとめた。

調査の背景調査の背景調査の背景調査の背景
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・一般社団法人日本パーキングビジネス協会（以下、JPB）の運営会社に
対して地域別（都道府県別、政令指定都市別）にアンケート調査を実施。

約40社から聞き取りを実施。

・JPB未加入の企業に対しては、個別に同様のヒアリングを実施。

・各駐車場情報サイトや、運営会社Webサイト等の調査により上記以外の
運営会社の管理箇所数、車室数の確認作業を実施。

・調査データの裏づけとして、駐車機器メーカーの出荷台数を参考に使用。

調査の方法調査の方法調査の方法調査の方法

⇒全国を横断する初めての
時間貸し駐車場調査が実現
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＜コイン式駐車場の定義＞

コイン式駐車場の特徴は、「一般公共の用に供する、時間貸、主として無人」の

３点にある。

本報告書で取り上げるコイン式駐車場とは、賃借、自社物件を問わず、

附置義務駐車場、およびその他の駐車場において、

コイン式駐車場運営会社が運営する駐車場（平面、立体を含む）と定義した。

また時間貸方式の営業駐車場を対象とし、月極駐車場は例外とした。

＜注意点＞

本調査についてはアンケートが回収できていない企業等があり、

一部推計値を含むことから、結果には誤差が含まれている。

コイン式駐車場の定義と注意点コイン式駐車場の定義と注意点コイン式駐車場の定義と注意点コイン式駐車場の定義と注意点
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全国的に箇所数、車室数ともに増加傾向。

調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（全国集計全国集計全国集計全国集計））））
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全国初の取り組みとして、各都道府県、各政令指定都市ごとの
駐車場箇所数、車室数を集計。

調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（都道府県別都道府県別都道府県別都道府県別））））
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各事業者ごとの

管理箇所数ランキング

調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（全国管理車室数ランキング全国管理車室数ランキング全国管理車室数ランキング全国管理車室数ランキング））））
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調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（エリア別エリア別エリア別エリア別 一部抜粋一部抜粋一部抜粋一部抜粋））））1/3
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調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（エリア別エリア別エリア別エリア別 一部抜粋一部抜粋一部抜粋一部抜粋））））2/3
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調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（エリア別エリア別エリア別エリア別 一部抜粋一部抜粋一部抜粋一部抜粋））））3/3
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・小型の駐車場の増加

・駐車場増加による売上単価の低下

・首都圏ではオリンピックに向けた建築に伴う解約が増加

・2014年11月「空き家対策特別措置法」の成立により、

更地が増加傾向にあり

・消費税による駐車料金の価格転嫁は難しく、

税率増加時には利益率低下が発生する

調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（運営会社に対するヒアリング運営会社に対するヒアリング運営会社に対するヒアリング運営会社に対するヒアリング））））
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調査結果概要調査結果概要調査結果概要調査結果概要（（（（機器の販売状況機器の販売状況機器の販売状況機器の販売状況））））
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・駐車場機器の販売は堅調

・一部ではフラップ板を使用しないフラップレス、
チケット式駐車場なども増加傾向

・駐車場設備機器の市場は、2012 年以降、大手

運営会社を中心に箇所数、車室数を増やしたこ
とや、コイン式駐車場ビジネスが本格的に拡大し
た10 年前の機器の更新需要もあり着実に伸び
ている。

とりわけロック板は小型案件の増加により需要が
高まり、年間70,000 台の販売台数を突破した。

景気が好調であったリーマンショック前（2008 年
以前）でもロック板の販売台数が年間60,000 台

に達していなかったとみられ、最近３年間の販売
実績は好調である。

今後も、住宅地などの小型案件が増加する見通
しであり、ロック板の販売台数は好調に推移する
とみられる。



駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド

１１１１．．．．キャッシュレス化キャッシュレス化キャッシュレス化キャッシュレス化
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駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド

２２２２．．．．ロックレス駐車場の増加ロックレス駐車場の増加ロックレス駐車場の増加ロックレス駐車場の増加
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駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド

２２２２．．．．ロックレス駐車場のメリットとデメリットロックレス駐車場のメリットとデメリットロックレス駐車場のメリットとデメリットロックレス駐車場のメリットとデメリット
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駐車場運営会社43社の回答によると、ロックレスを導入している箇所数は549ヵ所、
5,105車室（43社の合計車室数の約１％）であった。

採用傾向をみると、運営会社数社で積極的に導入を進めている一方、

その他の運営会社では「関心はあるが様子をみている」との声が多かった。

ロックレス駐車場に積極的な意見として、以下の点が挙げられる。

ⅰ）コンビニエンスストア、銀行などの出入りが多い駐車場に適している。

ⅱ）ロック板によって車体に傷を付くのを嫌がる高級車ユーザーの支持がある。

ⅲ）関西では、車室外駐車、ロック板の踏み逃げ駐車などが多く、ナンバーで身元を
抑え不法駐車を抑制するほうが防犯につながるという考えがある。

一方、ロックレス駐車場に消極的な意見は、以下のとおりである。

ⅰ）未払いの追跡費用がかかる。

ⅱ）運営会社側のコストメリットが小さい（カメラ装置が高額であるため）

ⅲ）導入には既存メーカーとの互換性が必要



駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド

３３３３．．．．前払い式方式の導入前払い式方式の導入前払い式方式の導入前払い式方式の導入

16●駐車チケット販売機

●車室

●案内看板

前払い方式とは、駐車時、最初に精算機で駐車チケットを購入し、フロントガラ
スの内側などに貼りつけるだけで済む簡便な方式（主に24時間単位での料金）。



駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド駐車設備に関連するトレンド

３３３３．．．．前払い式方式のメリットとデメリット前払い式方式のメリットとデメリット前払い式方式のメリットとデメリット前払い式方式のメリットとデメリット
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・メリットはロック板、ゲート機が不要な上、舗装費用を施さなくても営業可能であり、
精算機も機能を簡略した安価な仕様で初期投資費用を抑えられる点にある。

・駐車場運営会社42社の回答によると、43,000ヵ所のうち前払い方式を導入してい
る箇所数は800ヵ所（全体の約２％：愛知県の運営会社が大半を占める）。

名古屋周辺では、通勤での車の利用が多く、普及が広まったものとみられる。

今後、従来コイン式駐車場の導入が難しかった地方、郊外（住宅地など）での低採
算の駐車場で広まる可能性がある。

ただし、導入にあたって以下の問題も指摘されている。

・ 空室管理がずさんになる。

・ 料金未払いの可能性が高い。

未払いが多い地域では、ロック板、ゲート機などによる未払い防止策が必要なので
はないかという意見もある。

遠方からの観光客が多い地域（京都、奈良など）では、未払いの追跡が大変である。
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調査に関する課題調査に関する課題調査に関する課題調査に関する課題

コイン式駐車場の定義について、

各社で見解が分かれる

ケースが発生した。

今後は同様の調査を定期的に実施する

ことで協力会社を増やすと同時に、

駐車場に関する認識・定義を

整理・共有していくことが重要である。


